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【動機】

毎年アサガオの栽培を続けている中で、世代を重ねるごとに咲く花や種子の数が減ってきている
ことに気がついた。動物では、近親交配が続くと潜性形質が現れやすくなり、奇形や病気にかか
りやすいなど弱勢化することがある。そのため、自家受粉するアサガオもそうではないかと考え
た。

【方法】

元は１つの種子から生じたアサガオの種子を用い、最も世代が離せる第三世代と第七世代を同一
条件で栽培し、世代間の勢いを平均値で比較した。花や種子の大きさなど一定しない性質をフェ
アに比較できるように、「花勢指数」「種子形成指数」という独自に考案して定量的に評価した
。

【結果】

花勢指数は若い世代ほど高い数値を示した一方、種子形成指数では変化の傾向が見られなかった
。理由として、多数の開花が見られた若い世代で今夏の酷暑による受粉不良の影響を大きく受け
、種子形成指数が低くなったが、得られた種子は若い世代ほど大きく良質であるなど、総じて若
い世代の方が勢いがあることが確認された。

【まとめ】

アサガオが世代を重ねるごとに弱勢化していくことが、世代間の平均値の比較から示された。一
方で、同一世代内での株差が大きく、信頼性が低い平均値の精度を高める工夫や比較したい世代
間差に気候などの他の要因が影響しないように栽培することなど、より正確な結果を得るための
更なる工夫が必要だとわかった。

【展望】

アサガオのように自家受粉する植物では、１つの種子から継代を続けることで株の劣化が起こる
ことが確認された。この結果に基づく考察として、いつも安定して美しい花を楽しむための種子



の管理方法を提案している。品質の揃った種子の安定供給に役立つと考えられる。
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